





































































































































































































































































































































































































































 構文形式/・'項目 述部構造  補部の性質 アスペクト 所有関係
間接間与文  .一L墾詞  事象(evellt) 結果状態
讐認許蕊議論難
平即断一
 欝欝.一
 分離'可能所有
 本概要では4構文の分布に関して特に注目する3点を指摘する。
 第1に述部構造の平行性である。述部での2重動詞句構造を採用することにより、間接関与文と
 被害使役構文との構造面での平行性が見えてくる。変化他動詞の2重動詞句構造における下位動詞
 句は非対格動詞であり、その下部動詞に使役の機能動詞vが加わって変化動詞を構成すると考えら
 れる。被害使役文の成立にはrさせ」が非対格動詞に付加した構造が要求されることをすでに観察
 した。
 (5-20)述部構造の平行性(2重動詞句構造)
 a.間接関与文の述部構造:[ΦTRANS+非対格動詞]
 b.被害使役文の述部構造:[させ+非対格動詞]
 一36
』
一 第2に、4構文の述部に関する神部選択は、その性質から2種に分けられる。間接関与文、被害
 使役文が述部全体として「状態変化」を意味し、その補部は事象(evellt)を選択する。それに対
 し、身体属性文、2重主語文では述部が(変化を伴わない)r状態性」を示すことから、実在(e11-
 tity)を意味する補部を選択する。他動詞構造において、事象をr所有する」という概念を認める
 と、所有構造の住み分けが見えてくる(天野2002)。以上を簡略した形でまとめると以下のように
 整理される。
 (5-21)補語の相違
 a.Event(事象)をとる=間接関与文、被害使役文
 1).Elltity(実在)をとる=身体属性文、2重主語文
 第3にアスペタトと状態性解釈に関してであるが、全てr状態性」の述部をもつと言える。間接
 関与文、被害使役文では、事象構造のアスペクトを統語」.二で完結性の指定を与え状態性解釈を得る。
 身体属性文、2重主語文では属性つまり、恒常的解釈の述部(身体属性文では修飾語)から状態性
 解釈を得ていると言えることからお互いに状態性述部をもちながら相違点が伺える。他動化詞は
 LCS上でのHAVEの存在を暗示するが、英語では単一的にhaveをとり、日本語ではHAVEが形
 態の異なる軽動詞rさせ」rする」として現れると言えそうである。
 総括では、4構文聞の比較に加え、今後の研究課題となる他の言語の所有構文及び日本語の名詞
 述語文、介在性構文、存在所有文についてデータと問題点も指摘した。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は日本語の所有関係構文の中から経験的間接関与構文、被害使役文、身体属性文、2重主
 語文の4構文を取り上げて分析したものである。個々の構文の持つ文法的特徴の指摘を通じて、構
 文を成立させる原理を明らかにすることを目的としている。これまでの先行研究ではそれぞれの構
 文が個別に分析されることはあったが、構文間に共通する問題やその背後に隠された原理的な問題、
 特に構文の成立のためになぜ当該名詞旬間に所有関係が必要とされるのかという問題には注意が払
 われてこなかった。本論文では統語構造と意味とのインタフェースに関連して完結性(telici亡y)
 と外項付与の問題、また状態性述語と所有制約とが密接に関係することを指摘する。特に、所有関
 係が名詞句への意味役割付与の副次的機能を果たすことを主張する。
 木論文はこれまでの関連研究を踏まえ、また日本語以外にも他の多様な外国語の構文と対照して、
 以下の新しい分析を提案している。第一一一に、非対格動詞を包含する2重動詞句構造を採用すること
 により間接関与構文と被害使役文の構造的平行性を明らかにした。第二に、経験的間接関与構文、
 被害使役文、身体属性文、2重主語文の4構文を、事象を補部とし状態変化を意味する間接関与構
 文および被害使役文と実在を補部とし変化を伴わない身体属性文および2重主語文の2種類に分類
 した。第三に、これらの4構文すべてが状態性アスペクトを持つに至る派生過程を明らかにした。
 すなわち、間接関与構文および被害使役文では事象構造の完結性の指定から状態性解釈が得られ、
8り
つ
 7一一■
 身体属性文および2重主語文では述部の恒常的解釈から状態性解釈が得られるということを示し
 た。
 本論文は取り1急げた言語現象の多様性とそれらに与えた理論的説明の広汎性、一般性の点で文法
 研究に対して貴重な貢献をなしている。また、本論文で行った論考のうち主要なものはすでに各々
 のテーマごとに学術論文として公表されており、学会での評価を受けている。これによって筆者は
 自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示すことが出来た。よ
 って、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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